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 12月１６日（金）、大分市内において年内最後となる「第１２回県連総務会」

を開催しました。    

  佐藤昭生県連代表が冒頭挨拶と各種報告を行った後、来年４月

の統一地方選挙についての対応を協議しました。大分県連はすで

に、大分県知事選挙に立候補の意思を表明している安達澄参議院

議員に対して「2019年の参議院議員選挙で国民民主党が安達候

補（当時）に物心両面で最大級の支援を行った経緯もあり、貴重な野

党の議席を維持するためにも、2025年夏までの任期を全うしてほしい」と直接要請していますが、そ

の方針を改めて確認し、その他、県議選・市議選等の情勢について情報を共有しました。  

 また、「大分県連2023年定期大会」を来年2023年３月５日（日）に大分市内で開催することを決定

しました （場所と詳細な時間は未定です） 。 

       佐藤昭生代表（左） と 福崎智幸 総務会長（右） 
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冒頭挨拶をする佐藤昭生  県連代表 

山野内眞人議員（佐伯市議会一般質問・１２月７日） 
 

 まず、田中利明佐伯市長が掲げる「佐伯がいちばん」「現場主義」の意味・内容について9

月議会で質問した際、市長本人から答弁がなかったことに苦言を呈しつつ、全国の自治体で

「パートナーシップ制度」（※）」導入の動きがあるなかで、佐伯市が独自に導入に向けた取り

組みがない理由について質問しました。 

 市は「まずは県の方で制度の導入を推進してくれるように働きかけている」と答弁しました

が、山野内議員は「市の方で独自に導入することを制約する条例・法律などがあるのか」と質

し、そうした制約がないことを確認すると、佐伯市の方で導入に向けた取り組みを進めること

を強く求めました。 

 最後に、登記がないまま市内企業の工業用水の送水管が民家の地下を通り、、土地や住宅を購入した住民・地権者と企業との間で訴

訟となっている問題について「市は企業を誘致したことに対する責任をどう認識しているのか」と質しました。 

 市は「誘致の詳細が分からず、推測では回答できない」「民間同士での解決を望んでいる」と従来の答弁を繰り返しましたが、山野内

議員は「具体的な記録は残っていなくても、市が関与したことは明白であり、民法第177条（※）に関して全国的に注目を集めている

裁判となっていることもあり、『住民に寄り添う』というのであれば、行政としての対応をきちんとするべきだ」と改めて求めました。  

  まず、豊後大野市が公立幼稚園を整理統合する方向性を示したことについて、 １学級の人数

を１５人とするなどした市の方向性が、『教育基本法第11条』が定めている、幼児の健やかな成長

に資する良好な環境の整備とその振興に努めることになるのかと市立幼稚園に関する市の基本

的な考えを質しました。 

  市は「現在は幼保連携型認定こども園の制度もあり、幼児教育の無償化という流れのなかで、

公立幼稚園という狭い範囲で求めるのではなく、市内全域で幼児教育を考えるのが重要」とし、

「協調性・道徳意識を芽生えさせるためには集団での教育の場が必要であり、各町の実情を考慮

して適正人数を決定した」と回答しましたが、佐藤議員は「幼児教育は集団でなければ行えないは

ということはなく、育むべきなのは健康な道徳性、社会生活との関り。適正人数を１５人とする根拠はない」と指摘し、望ましい人数は

何人と考えているのかを問いました。市は「集団での遊びの場が必要と考えているが、必ずしも集団教育を到達目標しているのでは

ない。国の基準が30人なので半分の15人としたが、少人数でも寄り添ってやっていく」との答弁を得て、佐藤議員は合同幼稚園に関

する説明会を開くこと、公立幼稚園のメリットをアピールする必要を指摘しました。 

  次に、現在、地元の自治会費と地元行政区の補助金で運営されている市の道路の電灯の設置・維持管理について、地元自治会が財

政的に厳しい状況で、商店街の電灯の設置・維持管理もすべて地元商店街や行政区でまかなうのかを質いました。市は「設置に関して

は自治委員の要請や緊急度に応じて市の負担で行っているが、電気代や維持費等は自治区が行うこととなっている。少しでも自治区

の負担を減らすため、LED電灯の現物配布などを行っていると答弁しました。佐藤議員は「県内の他市では灯りのイベントが行われて

おり、豊後大野市でも『灯』をテーマにしたイベントが企画されている。街づくりの観点からも自治区任せではなく、賑わい・活性化に市

もとりくんでほしい」と注文して質問を終えました。  

佐藤昭生議員（豊後大野市議会一般質問・１２月8日） 
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